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タ)をもとに、「巡業〜記録としての“け-しき”／journey ~  
“ke-shiki” as record」と題し、美術館、アートギャラリーで展示を
してきた。「a展」／名古屋矢田市民ギャラリー (名古屋／2007年)
を始めとし、「いつでもどこでも巡業 ver.1.02」展／YEBISU ART 
LABO (名古屋／2007年)、「再生される肌理」展／AD&A gallery 
























































































































































































































吉岡洋 「メデイアを文化に根付かせること／the interraction '01 」 IAMAS (2002)
トニー・ゴドフリー 「コンセプチュアル・アート」 岩波書店 (2001)
H.フリードリッヒ, H.G.ガダマー, 他 「藝術の終焉・藝術の未来」 勁草書房書 (1989)
松井みどり 「藝術が終わった後のアート」 朝日出版社 (2002) 
ヴォルフガング・ウルリヒ 「芸術とむきあう方法」 Brucke (2008)
吉岡洋, 岡田暁生 「文学・芸術は何のためにあるのか」 東信堂 (2009)
ヴィレム・フルッサー 「テクノコードの誕生」 東京大学出版 (1997)
ヴィレム・フルッサー 「サブジェクトからプロジェクトへ」 東京大学出版会 (1996) 
ヴィレム・フルッサー 「写真の哲学のために」 勁草書房書 (1999)
西村清和 「現代アートの哲学」 産業図書 (1995) 
金悠美 「美学と現代美術の距離」 東信堂 (2004) 
室井尚 「ポストアート論」 白馬書房 (1988)
暮沢剛巳 「風景という虚構」 Brucke (2005)
吉岡洋 「デジタルメディアの形而上学」 京都美学美術史学研究会紀要『京都美学美術史学』第7号 (2008)
佐近田展康 「メディア論的視覚とメディア・アートの射程」 名古屋学芸大学メデイア造形学部研究紀要
vol.1 (2008)
ジャン・クロード・フォザ, アンヌ・マリ・ギャラ, フランソワーズ・パルフェ 「イメージリテラシー工場」 フィルム
アート社 (2006)
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写真2：「記録としての“け-しき”」／展示風景
